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4. $1p NMRによる綴度漸増総挙上運動特の
筋エネルギ一代議iこ誇還する検討 e
。穏水光晴¥久野綾也2，議議英幸i，
秋!境 広¥路P¥毎尚彦3. 板井悠二l'
勝部 j支l
筑波大学¥東京大学ヘ茨城大学3
{践的}ヤN限によって綴察されるj磁場遂数時の
クレアチンリン鍛(PCr)の低下の鵜緩や迷動後併も
のj鋭友主程度はミトコンドリアの能力を反i決する指擦と
考えられ，銃器支素性作多義務{議と何らかの関係を示すこ
とが予怨される.そこで本研究では，このことを検挺
するために:llpNl¥伎を用いて， li!織運動時のぬの汲
下務{惑と遂動授のその@]{あ牽皮を誤，IJ定すると問時に
自転車:エルゴメ…タ…を}おいて乳酸性総悠(じりお
よび強気，tu弱鵠 (vr)を誤IJ;.さした
{方法}被検者には健常なプロサッカー選手18名を
用いた. PCrの低下総鐙およびその沼紡獲度を滋ヌをす
るために績給霧島銀銭畿内 (SIgt冶G械製l却にお
いて頻度撤i総去による総の停渓挙上運動を行なった.
挙上綴!支は簸初35[9]紛で0始し，その後疲労綴懲に
~るまで毎分5部ずつ簸度を増加した.疲労磁鍍後5分
間の磁後を競いた.31pNMRJえ安静持および遼勤務
始時から@J復終了持まで遠鏡して採取した.L'rおよ
ひ~rは自転車エルゴメーターを潟いた負荷瀬増遂勤
時における1fIlキマi鍛濃度および降気ガス愛護の変化か
ら決定した.
{結果および考察;被検者の最大畿繁筏取蓄を(守O2
m双)， LT.およびvrは，それぞれ体議当たりで，
48.6土6.7.2似土4.3，Z7.3土3.91城幌地1であった‘
総{申差是挙上i運動時におけるぬの低下路緩は，被綾
者1&名ヰ13名iこおいて観察され，挙上参政支“ぞ表すと平
均して65.8土10.8駁紛であった.しかしながら，残り
の5名については関鐙の向まさずJ苛ミ可能であり，その箆
i設は本研究で明らかにすることはできなかった.観察
されたぬの低下総総持;rおよびvrとの認にそれぞれ
同1.86(p<O.01) t なω(p<U.05)の有意なlEの核燃関
孫をfえした.
めの!臓の特定数は平均して40.2故 4秒であり，
Yu.tm獄，はおよびvrとの関にそれぞれ吋お(
p<O.OS) ， .0.73 (pく0.01)， .000 (p<O.()5)の翁溶:な殺
の綴~1関係を訴した.また，ぬの路1l0)H総数とそ
の低下総僚との絡にも， T-U.73の有笈な負の務総務線
科乏められた(同，.(5).これらのことは，ぬの舷
下鶴鐙が為いほど，またぬの握j復の特定数料室いほ
ど，しすおよびVぬを鶏い様ft立にあることを示唆してい
る.さらに， r発パラメーターはともにミトコンドリア
の能力を蕊校する捻;擦として 互いに!都道することを
f示唆している.
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